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初 春 の 候 、 皆 様 に お か れ ま し て は ご 健 勝 の こ と と お 慶 び 申 し 上 げ ま す 。　 月 　 日 に 「 区 政 報 告 会 ＆ 防 衛 省 見 学 」 を 開 催 い た し ま し た 。 市 ヶ 谷 地 区 内 に 所 在 す る 庁 舎 や 、 極 東 国 際 軍 事 裁 判
（ 東 京 裁 判

）
の 法 廷 と な っ た 大 講 堂 な ど を 移 設 ・ 復 元 し た 市 ヶ 谷 記 念 館 な ど を 見 学 し ま し た 。

そ の 模 様 を 報 告 さ せ て い た だ き ま す 。
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え び さ わ  け  い こ の 区  政  報  告
１ ） 「 自 分 史 」 作 成 事 業 が 来 年 度 か ら 始 ま り ま す 。

介 護 が 必 要 と な っ た 時 の 情 報 源 と し て 、 ま た 介 護 の 質 の 向 上 の

た め に 、 高 齢 者 の 方 が 相 談 員 の 支 援 を 受 け 、 思 い 出 や 過 去 の 体

験 な ど を ま と め た 「 自 分 史 」 を ま と め る 事 業 を 平 成 ３ ０ 年 度 か ら

ス タ ー ト さ  せ  ま  す 。

2 ） 音 羽 地 域 活 動 セ ン タ ー 跡 地 に 育 成 室 と 私 立 認 可 保 育 所 の 整

備  を し ま  す 。

待 機 児 対 策 の ひ と つ と し て 、 音 羽 地 域 活 動 セ ン タ ー の 跡 地 ( 目 白

台 ３ － ４) に 、 「 育 成 室 」 と 「 私 立 認 可 保 育 所 」 を 整 備 す る こ と に

な り ま し た 。

平  成  ３ １ 年  ４  月  に  育  成  室  は  ４  ０  名 ・ 保  育  所

は １ ０ ０ 名 の 定 員 で 開 設 す る 予 定 で す 。

3 ） 子 ど も 宅 食 プ ロ ジ ェ ク ト の 寄 付 が ５ 千 万 を 超 え ま し た 。

一 昨 年 に 、 え び さ わ が 代 表 質 問 で 「 ふ る さ と 納 税 を 福 祉 目 的 に 使

え る 」 よ う に と 提 案 し 始 ま っ た 、 「 子 ど も 宅 食 プ ロ ジ ェ ク ト 」 事 業

へ の 寄 付 が 目 標 の ２ 千 万 円 を 超 え 、 ５ 千 万 円 も の 寄 付 が 集 ま り

ま し た 。

生  活  の 厳 し い ひ と り 親 世 帯  な ど へ 食  品 を 届 け 、 子 ど も の  貧  困 問 題

を 解 決 す る 新 し い セ ー フ テ ィ ネ ッ ト を 創 っ て い き ま す 。

「 防  衛 省 見 学 ＆ 区  政 報 告  会 」

午 前 1 1 時 に シ ビ ッ ク セ ン タ ー に 集 合 し て 、 地 下 鉄 で 市 ヶ 谷 に 向 か い ま し た 。 ま ず は 駅 近 く の ホ テ
ル の レ ス ト ラ ン で 昼 食 を い た だ き ま し た 。 館 内 に は 大 き な ツ リ ー も あ り ク リ ス マ ス 気 分 で 楽 し い
食  事  会 と な り ま し た  。 え び さ わ か ら 区  政  報  告  が あ り ま し た  。 （  区  政  報  告  の  内  容  は  下  記  で  す  ）

ひ  ま  わ  り  会  の  旗  を  持  っ  た  え  び  さ  わ  が  先  導  し  て  防  衛  省  正  門  に  向  か  い  ま  し  た  。 初  め  に 「  儀  仗  広  場  」 に
案 内 さ れ 、 庁 舎 A 棟 （ 都 内 最 大 の ヘ リ ポ ー ト を 持 つ 官 公 庁 最 大 規 模 の 庁 舎 ） ・ B 棟 （ 陸 ・ 海 ・ 空 各
自 衛  隊  の  通  信  関  係 部  隊  が 使  用 す る 通  信  庁  舎 ） ・ C  棟 の 説  明 が あ り ま し た 。

「 市 ヶ 谷 記 念 館 」 は 、 庁 舎 A 棟 の 建 設 に 伴 い 解 体 さ れ た 1 号 館 の 象 徴 的 な 部 分 を 可 能 な 限 り 現 部 材
を 利 用 し 、 移 設 ・ 復 元 さ れ ま し た 。1 階 の 「 大 講 堂 」 は 極 東 国 際 軍 事 裁 判 （ 東 京 裁 判 ） の 法 廷 と し て 使
用 さ れ ま し た 。 市 ヶ 谷 台 の 歩 み を 、 明 治 、 大 正 、 昭 和 、 平 成 の 各 時 代 の 貴 重 な 写 真 や 新 聞 記 事 な ど の
映  像  や 、 展  示  品 で  知 る こ と が  出  来 ま す 。

2 階 に は 「 旧 陸 軍 大 臣 室 」 、 陛 下 の 御 休 憩 所 で あ っ た 「 旧 便 殿 の 間 」 が あ り ま す 。 「 旧 陸 軍 大 臣
室  」 の  柱 に は 1 9 7 0  年 1 1 月 2 5 日 の 三  島  事 件  の  際  に つ い た 刀 の 跡 が  残 っ て い ま す 。 入 口 に 展  示 さ れ
て  い  る  市  ヶ  谷  記  念  館  の  シ ン  ボ  ル 「  大  時  計  」 と 「  桜  」 。 解  体  さ  れ  る  ま  で  の  長  い  間  、 人  々  に  愛  さ  れ  た  そ  う
で  す 。 「  屋  外  ヘ リ 展  示  場  」 は  、 陸  上  自  衛  隊  で  実  際  に 使  用 さ れ て い た  多  用  途  ヘ リ を 展  示 し て い ま す 。

最 後 に 厚 生 棟 2 階 「 広 報 展 示 室 」 の シ ア タ ー ル ー ム 、 各 自 衛 隊 等 の 展 示 コ ー ナ ー を 見 学 し ま し た 。 厚
生  棟  は  職  員  の  福  利  厚  生  の  場  で  、 食  堂  、 売  店  、 体  育  館  、 図  書  室  な  ど  が  あ  り  ま  す  。
1 階 の 売 店 に は お 土  産  物 も 販  売 し て お り 、 休  憩  時  間 に お 買 い  物 を 楽 し み ま し た 。 広 い  敷  地 （ 約 2 5  ヘ ク
タ ー ル ） を 歩 い て 正 門 に 戻 り 約 2 時 間 の 見 学 が 終 了 と な り ま し た 。
年 末 の お 忙 し い 中 ご 参 加 い た だ い た 皆 さ ま あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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平 成 3 0 年 3 月 の ご 案 内

2 9 年 度 ひ ま わ り 会 総 会 ＆ 新 年 区 政 報 告 会 ・ 懇 親 会 の ご 案 内

連 絡 先 ： え び さ わ け い こ ひ ま わ り 会 事 務 局

〒 1 1 2- 0 0 0 3 　 東 京 都 文 京 区 春 日 1- 9- 2 7- 3 0 2
ホ ー ム ペ ー ジ ： ht t p: // hi m a w a ri k ai.i nf o

【 え び さ わ け い こ よ り 「 ひ ま わ り 会 」 の 皆 様 へ 】

● え び さ わ け い こ が 自 民 党 幹 事 長 に な り 無 事 に 、 半 年 が 過 ぎ ま し た 。 自 民 党 内 を ま と め た り 、 会 派 間 の 調 整 な ど 、 な か な

か 思 う よ う に 進 ま な い こ と が 多 い 毎 日 で す が 、 な ん と か 乗 り 切 っ て こ ら れ た の も 皆 さ ま の お 陰 で す 。 あ り が と う ご ざ い ま

す 。 昨 年 は 、 え び さ わ が 提 案 し て き た 「 シ ェ ア サ イ ク ル 自 転 車 」 や ， ふ る さ と 納 税 の 新 し い カ タ チ 「 子 ど も 宅 食 プ ロ ジ ェ ク

ト 」 な ど が  実  現 し ま し た 。 今  年 も 新 し い 報  告  が  出  来 る よ う に 頑  張 っ て ま い り ま す の で 、 ご  支  援 よ ろ し く お  願 い し ま す 。

【 ニ ュ ー
ス 】

N e w s

文 京 ぶ ら り 散 歩 「 文 京 探 索 委 員 会 」

■ 次 回 の お 知 ら せ 　 2  月 2 4  日 （ 土 ） 午 前 1 1 時 　 江 戸 川 橋 駅 3 番 出 口 　 集 合 （ 飲 食 代 や 入 場 料 等 は 全 て 自 己 負 担 に な り ま す 。 雨 天 中 止 ）

① 真 言 宗 豊 山 派 　 大 本 山 　 護 国 寺

天  和  元  年  五  代  将  軍  徳  川  綱  吉  が  、 生  母  桂  昌

院 の 願 い に よ り 創 建 し た 祈 願 寺 。 如 意 輪  観

音 を 本 尊 と し て い る 。 後 は 将 軍 家 の 武 運

長 久 を 祈 る 祈 願 寺 と な っ た 。

元 禄 時 代 の 本 堂 、 昭 和 3 年 に 移 築 さ れ た 月

光 殿 は 、 と も に 国 の 重 要 文 化 財 に 指 定 さ れ

て い る 。

1 2 月 3 日 （ 日 ） 護 国 寺 ～ 江 戸 川 橋 編

① 護 国 寺 本 堂

⑤ 音 羽 地 域 活 動 セ ン タ ー

平 成 2 9 年 1 2 月 4 日 に 音 羽 通 り 沿 い に 移

転  。 住  民  票  な  ど  を  発  行  す  る 《  区  民  サ  ー  ビ  ス

コ  ー  ナ  ー  》 、 地  域  の  身  近  な  相  談  事  を  承  る

《  地  域  広  聴  員  》 を  配  置  し  て  い  る  ほ  か  、 3  つ

の 会 議  室 を 利 用 す る こ と が で き る 。

② 護 国 寺 不 老 門 ③  音 羽 通 り ④ 蕎 麦 人 弁 慶 ⑤ 音 羽 地  域 活 動 セ ン タ ー ⑥ 鳩 山 会 館

⑥ 鳩 山 会 館

鳩 山 家 が 文 京 区 音 羽 に 居 を 構 え た の は 明

治  2 4  年 、 洋 館 が 完 成 し た の は 大 正 1 3  年 。

敷 地 は 約  2, 0 0 0  坪 、 当 時 と し て は 珍 し い

鉄  筋  コ ン ク リ ー ト 造  の  イ ギ リ ス  風  洋  館  に  、

バ ラ や 四 季 折 々 の 花 々 が 咲 き 誇 る 中 庭 、

平 和 の 象 徴 で あ る 鳩 や ミ ミ ズ ク の 装 飾 な

ど が 見 ら れ る 。

ス タ ー ト
ゴ ー ル

自 民 党 を 代 表 し 、 一 般 質 問 を 行 い ま し た 。

２ ５  階  の  展  望  ラ  ウ  ン  ジ  が 「  ト  リ ッ プ  ア ド  バ  イ  ザ  ー 」 の

エ ク セ レ ン ス  認  証  を  受  賞 し ま し た  。

新  年  を  迎  え  、 「 2 9  年  度  ひ  ま  わ  り  会  総  会  」 と 「  新  年  区  政  報  告  会  」 を  下  記  の  通  り  開  催  い  た  し  ま  す  。

ご 多 忙 中 の と こ ろ 恐 縮 で ご ざ い ま す が 、 是 非 ご 出 席 く だ さ い ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。

■ 日 　 時 ： 平 成 3 0 年 3  月 3  日 （  土  ）  　 午 後 1 2 時 ～ 午 後 ２ 時 （  終  了  予  定  ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 1 部 ： 午 後 1 2 時 ～ 　 　 　 　 平 成 2 9 年 度 総 会

　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 2 部 ： 午 後 1 2 時 3 0 分 ～ 　 懇 親 会 ・ 新 年 区 政 報 告 会

■ 会 　 場 ： 護 国 寺 　 本 坊 　 　 　 　 　 　 　 ■ 会 　 費 ： 会 員 ３ ， ５ ０ ０ 円 　 （ 昼 食 代 含 む ）

お 申 し 込 み は （ F A X ） に て < 0 3- 5 6 8 4- 6 2 9 0 > ま で お 願 い し ま す 。

シ ビ ッ ク セ ン タ ー 2 5 階 の 展 望 ラ ウ ン

ジ  が  、 世  界  最  大  級  の  観  光  ウ  ェ  ブ  サ  イ  ト

「 ト リ ッ プ  ア ド バ イ ザ ー 」 の 2 0 1 7 年  エ

ク  セ  レ  ン  ス  認  証  を  受  賞  し  ま  し  た  。 そ  の

2 5 階 で 、 昨 年 1 2 月 ８ ・ ９ 日 に お 酒 を 楽

し め る イ ベ ン ト 「 S k y  Vi e w  L o u n g e  

B  A  R 」 が  開  催 さ れ ２ 日 間  で ３ ０ ０ ０ 人

を 超 え る 方 が 訪 れ て く れ ま し た 。

「  文  京  」 １  ２  時  間  リ  レ  ー  ・

 ３ 時 間 マ ラ ソ ン 大 会 を 開 催 し ま し た 。
え び さ わ が  理 事 を つ と め る Ｎ Ｐ Ｏ 法  人  大  江

戸 で 昨 年 も 1 0 月 末 に 「 1 2 時 間 リ レ ー ・ ３ 時 間

マ ラ ソ ン 」 を 開 催 し ま し た 。 今 年 は 、 ス ポ ー ツ

セ ン タ ー が 改 修 工 事 で 使 え な か っ た た め 窪

町 小 学 校 を 休 憩 場 所 に 、 マ ラ ソ ン コ ー ス は 筑

波 大 学 の 駐 車 場 を 一 部 お 借 り し ま し た 。

当 日 は 大 雨 で し た が 、 大 き な 怪 我 を す る 方 も

な く 無  事  に  終  了 す る こ と が  で き ま し た  。

昨 年 １ １ 月 の 議 会 で え び さ わ け い こ が 区 長 及 び 教 育 長 に 自 民 党 を 代 表 し 一 般 質 問 を

お こ な い ま し た 。 質 問 の 内 容 は 、 ① 高 齢 者 施 策 に つ い て 　 ② 認 知 症 施 策 に つ い て

③ 子 育 て 支 援 に つ い て ④ Ｉ Ｃ Ｔ  を  活  用  し  た  教  育  に  つ  い  て  ⑤ 自 転 車 行 政 に つ い て

　 　 　 ⑥ あ ら た な 寄 付 文 化 を 考 え た 財 政 政 策 に つ い て 　 な ど  で  す 。

高 齢  者 施 策 の ひ と つ と し て 、 補 聴 器 の 購 入 補 助 を 要 望 し ま し た が 、 区 長 か ら は あ ま り い い 答 弁 を も ら え ま せ

ん で し た 。 Ｉ Ｃ Ｔ 教 育 に つ い て は 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 実  施 な ど 前 向 き な 答  弁 を い た だ き ま し た 。 こ れ か ら

も あ き ら め ず に 一 歩 、 一 歩 進 め て い き ま す 。

多 く の 方 に 傍 聴 に 来 て い た だ き 感 謝 し て い ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。


